
産業支え続けて５０年
� 未来へつなぐ

岳南排水路管理組合議会定例会開催
―平成３１年２月６日―

平成３１年度組合会計予算が決まりました

平
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平
成
31
年
度
管
理
組
合
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計
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算

は
、前
年
度
と
比
較
し
て
１
，０
０
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万
円
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６
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額
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２
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。

　

歳
入
の
う
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は
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前
年
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２
０
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込
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ま
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。

　

そ
の
他
の
歳
入
は
、
基
金
か
ら
の

繰
入
金
を
９
，５
０
０
万
円
、
前
年
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か
ら
の
繰
越
金
を
３
，０
０
０
万

円
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基
金
運
用
利
子
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入

を
４
，５
８
６
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円
と
し
ま
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た
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歳
出
は
、
組
合
運
営
に
か
か
る
総

務
運
営
費
に
１
億
４
，４
５
５
万
円
、�

管
路
施
設
整
備
に
２
億
６
，８
４
１�

万
円
、
ポ
ン
プ
場
の
運
転
や
整
備
に

１
億
５
，４
５
１
万
円
、
水
質
と
硫

化
水
素
の
調
査
に
１
７
２
万
円
。
ま

た
、
災
害
復
旧
に
備
え
た
基
金
な
ど

の
運
用
益
金
と
積
立
金
を
５
，０
８
１�

万
円
と
し
ま
し
た
。

新
年
度
の
主
な
事
業

�

（
下
表
を
参
照
）

保
全
対
策
事
業
（
管
渠
施
設
）

　

管
渠
更
生
工
事
は
、
老
朽
化
し
た

管
渠
施
設
の
更
生
と
耐
震
化
を
図
る

も
の
で
、
６
路
線
８
箇
所
を
施
工
し

ま
す
。
８
箇
所
の
管
径
は
７
０
０
㎜

か
ら
２
，３
０
０
㎜
で
、
施
工
延
長

の
合
計
は
３
１
９
ｍ
と
な
り
ま
す
。

保
全
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策
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ポ
ン
プ
場
施
設
）

　

今
泉
ポ
ン
プ
場
１
号
主
ポ
ン
プ
分

解
点
検
作
業
委
託
は
、
ポ
ン
プ
の
耐

用
年
数
を
延
ば
す
た
め
に
、
工
場
で

分
解
点
検
を
行
い
ま
す
。

　

今
泉
ポ
ン
プ
場
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
策
定
業
務
委
託
は
、
機

械
・
電
気
設
備
に
お
け
る
、
更
新
費

用
の
平
準
化
と
施
設
の
長
寿
命
化
を

目
的
と
し
た
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
を
策
定
す
る
委
託
で
す
。

　

今
泉
ポ
ン
プ
場
計
装
設
備
更
新
工

事
は
、
設
備
内
の
推
奨
交
換
年
数
を

迎
え
る
機
器
の
更
新
を
行
う
工
事
で

す
。

　

今
泉
ポ
ン
プ
場
管
渠
耐
震
補
強
工

事
は
、
管
渠
の
耐
震
化
を
図
る
た
め

の
工
事
で
す
。

平
成
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平
成
30
年
度
管
理
組
合
会
計
補�

正
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算
は
、
歳
入
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出
そ
れ
ぞ
れ�

１
，６
４
３
万
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千
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減
額
し
、
総

額
６
億
４
，３
７
２
万
２
千
円
と
し

ま
し
た
。

　

歳
入
は
基
金
繰
入
金
の
減
額
、
歳

出
は
予
備
費
の
減
額
な
ど
で
す
。

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

職
員
に
支
給
す
る
旅
費
の
内
容
を

改
め
ま
し
た
。

許可排水量の増量と
　　新規使用工場の受付をしています。
許可排水量の増量、または岳南排水路の使用を検討している方は、
岳南排水路管理組合総務課業務係へご相談ください。

TEL：0545‒51‒2667　FAX：0545‒51‒2676連
絡
先

　平成３１年２月６日（水）午前１０時から管理組合庁舎２階会議室におい
て、岳南排水路管理組合議会定例会を開催しました。
　上程した議案は、平成３１年度会計予算と平成３０年度会計補正予算、条
例改正１件の計３件です。
　管理者は大綱説明に先立ち、「岳南地域の製紙業界は、家庭紙や段
ボール原紙は出荷好調により底堅く推移しているが、全般的には原料の
高騰、デジタル化による市場縮小などから、依然として厳しい状況にあ
る」とし、「いかなる動向にあっても、健全な財政運営を維持していく
とともに、昨年組合設立５０周年を迎え、新たな５０年に向けて引き続き施
設の維持管理に最善を尽くしてまいりたい」と挨拶しました。

平 成 31 年 度 予 算

歳入
使用料（岳南排水路使用料など） 4億4,914万円
繰入金（基金からの取りくずし金） 9,500万円
繰越金（前年度からの繰越金） 3,000万円
諸収入（基金運用利子など） 4,586万円

計 6億2,000万円

歳入（6億2,000万円）

繰入金
9,500万円
15％ 使用料

4億4,914万円
73％

繰越金
3,000万円
5％

諸収入
4,586万円
7％

歳出
総務運営費（事務費や庁舎管理などに） 1億4,455万円
管路施設費（管路施設整備に） 2億6,841万円
ポンプ場管理費（ポンプ場の運転や整備に） 1億5,451万円
排水調査費（硫化水素などの調査に） 172万円
積立金（災害復旧や退職手当に備えた積立金に） 5,081万円

計 6億2,000万円

歳出（6億2,000万円）

ポンプ場管理費
1億5,451万円

25％

総務運営費
1億4,455万円

23％

管路施設費
2億6,841万円

43％

排水調査費
172万円
1％

積立金
5,081万円
8％

議場風景

新年度の主な事業
事　　　業　　　名 施　行　箇　所 事　　業　　概　　要

 保全対策事業（管渠施設）
　　 管渠更生工事（6路線　8箇所）
　　　　　 岳南1号第1排水路（3箇所）  富士宮市田中町地先ほか  ◯● 900㎜～◯● 1,800㎜　144m
　　　　　 岳南1号第7排水路（1箇所）  富士市伝法地先  ◯● 1,350㎜　39m
　　　　　 岳南2号第1排水路（1箇所）  富士市今泉地先  □● 1,700㎜×1,500㎜　36m
　　　　　 岳南2号第2排水路（1箇所）  富士市今泉2丁目地先  ◯● 700㎜　40m
　　　　　 岳南2号第5排水路（1箇所）  富士市新橋町地先  ◯● 1,200㎜　32m
　　　　　 岳南幹線排水路（1箇所）  富士市依田橋地先  ◯● 2,300㎜　28m
 保全対策事業（ポンプ場施設）
　　 今泉ポンプ場1号主ポンプ分解点検作業委託  富士市今泉654-1  １号主ポンプ分解点検整備工　ほか
 　　今泉ポンプ場ストックマネジメント計画策定業務委託  富士市今泉654-1  ストックマネジメント計画策定
 　　今泉ポンプ場計装設備更新工事  富士市今泉654-1  計装コントローラー盤機器撤去据付
 　　今泉ポンプ場管渠耐震補強工事  富士市今泉654-1  管渠耐震補強工　可とう継手設置工　１箇所
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平成31年３月１日現在　使用工場数87工場（うち休止工場11工場）

ポンプ室にて説明を聞く見学者

平成31年度　夏の点検及び集中工事の日程が決まりました

　平成３１年度、夏の点検及び集中工事に伴う工場排
水流入禁止日程が決まりましたのでお知らせします。
　排水流入禁止期間は７月２９日（月）午前５時から
８月２日（金）午後５時までです。なお、岳南４号
排水路は、８月１日（木）午後５時までが排水流入
禁止期間となります。
　使用者の皆様や地域の皆様におかれましては、 
ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

工場排水流入禁止日程（工場別） ※使用工場名は平成31年３月１日現在のものです。

地区 路線 工　場　名

富 

士 

宮 

地 

区

1‐1 森永乳業㈱富士工場

〃 コアレックス信栄㈱

〃 エリエールペーパー㈱
富士宮工場

〃 マスコ－製紙㈱

〃 ㈱ニッピ富士工場

〃 東京製紙㈱

〃 太洋紙業㈱

〃 高尾製紙㈱本社工場

鷹
　
岡
　
地
　
区

1‐1 丸富製紙㈱
富士根工場

〃 西山工業㈱

〃 トーヨーカラー㈱
富士製造所

〃 天間特殊製紙㈱

〃 王子キノクロス㈱
富士工場

〃 丸井製紙㈱
板紙工場

〃 岳南第一製紙
協同組合

1‐2 丸井製紙㈱
家庭紙工場

1‐3 富士里和製紙㈱

地区 路線 工　場　名

鷹
　
岡
　
地
　
区

1‐4 北越東洋ファイバー㈱
静岡工場富士工務部

〃 富士共和製紙㈱

〃 三和製紙㈱

〃 エリエールペーパー㈱
富士工場久沢事業所

1‐6 松菱製紙㈱

1‐7 特種東海エコロジー㈱
本社・工場

1‐9 荒川化学工業㈱
富士工場

伝 

法  

・  

吉 

原 

地 

区

1‐1 高野製紙工業㈱

〃 田子浦パルプ㈱

〃 富士メッキ㈱

〃 イデシギョー㈱八代工場

1‐5 イデサンコー㈱

〃 イデシギョ－㈱

1‐7 勇和産業㈱

〃 エリエールペーパー㈱
富士工場伝法事業所

〃 大進加工紙㈱

〃 紺屋製紙㈱

〃 ㈱三協日の出工場

地区 路線 工　場　名
蓼
原
地
区

1‐分 ㈲後藤商会

〃 静岡ガス＆パワー㈱

今
　
泉
　
地
　
区

2‐1 ダイオーペーパープロ
ダクツ㈱富士事業所

〃 KJ特殊紙㈱

〃 美藤製紙㈱

〃 大二製紙㈱

〃 丸富製紙㈱原田工場

2‐2 丸富製紙㈱今泉工場

〃 丸茂製紙㈱

2‐3 エリエールペーパー㈱
原田工場

〃 丸王製紙㈱吉原工場

〃 ダイニック㈱富士工場

2‐4 ニットク㈱

〃 イデワコー㈱

2‐5 新橋製紙㈱

〃 新橋製紙㈱第二工場

〃 大日製紙㈱

〃 大日製紙㈱第2工場

〃 美藤製紙㈱第二工場

幹線 日本製紙パピリア㈱
原田工場依田橋

地区 路線 工　場　名

原  

田  

地  

区

3‐1 イズミコーポレーション㈱

〃 日本製紙パピリア㈱
原田工場

〃 日本ワコン㈱富士工場

3‐2 望月紙業㈱

〃 五條製紙㈱

3‐3 小野製紙㈱

〃 春日製紙工業㈱

比  

奈  

地  

区

3‐4 林製紙㈱

〃 興亜工業㈱

〃 朝日化学工業㈱
富士工場

〃 日本製紙㈱富士工場吉永

〃 ジヤトコ㈱

3‐5 丸富衛材㈱

平
垣
・
蓼
原
地
区

5‐1 王子マテリア㈱富士工場
第一工場

〃 大興製紙㈱

〃 日本製紙㈱富士工場富士

〃 王子エフテックス㈱
東海工場富士製造所

5‐2 日医工㈱静岡工場

5‐3 王子マテリア㈱富士工場
第一工場

平成３1年７月29日（月）午前５時から８月２日（金）午後５時まで
地区 路線 工　場　名

比
奈
・
鈴
川
地
区

4 鈴川エネルギーセンター㈱

〃 日本製紙㈱富士工場吉永

〃 日本製紙クレシア㈱
興陽工場

※ 休止工場は記載していません。

凡　　例

1－○ 岳南1号第○排水路

1－分 岳南1号分排水路

2－○ 岳南2号第○排水路

3－○ 岳南3号第○排水路

4 岳南4号排水路

5－○ 岳南5号第○排水路

幹線 岳南幹線排水路

平成３１年７月2９日（月）午前５時から
　　　　 ８月１日（木）午後５時まで

日　時

路線名 5時 17時 5時 17時 5時 17時 5時 17時 5時 17時

岳南5号排水路
（第1・第2・第3）

岳南幹線排水路

流入禁止
時　　間

岳南1号分排水路

岳南2号排水路
（第1・第2・第3・第4・第5）

岳南3号Ａ排水路
（第1・第2・第3）

岳南3号Ｂ排水路
（第4・第5）

岳南4号排水路

岳南1号排水路
（第1・第2・第3・第4・第5・
第6・第7・第9）

７月29日（月）

108

108

108

108

108

108

84

108

７月30日（火） ７月31日（水） ８月１日（木） ８月２日（金）

平成31年度　工場排水流入禁止日程
期間　自 平成31年７月29日㈪　午前５時至 平成31年８月２日㈮　午後５時 (延べ108時間)

　排水流入禁止期間中は、管内で多数の作業員が昼夜作
業を行っています。
　管内は狭小であり、排水や雨水が流入した場合に避難
場所がないことから、事故に繋がる可能性があります。
　使用者の皆様におかれましては、期間中に工場排水や
雨水などが排水路に流れ込まないよう、関係部署に周知
いただきたく、お願い申し上げます。

－　使用者の皆様にお願い　－

　使 用 者 の 動 き　

代
表
者

工　場　名 新しい代表者

鈴川エネルギー
センター㈱ 海野　剛　氏

平成30年12月１日から
平成31年２月28日までの使用者の変更です。

　

１
月
30
日（
水
）、 

市
民
19
名
が
施
設
見
学

に
来
所
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
映
像
を
交
え
た
説
明
で
建
設
経

緯
や
施
設
概
要
な
ど
に
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
い
た
後
、
今
泉
ポ
ン
プ
場
施
設
を
見
学
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
普

段
意
識
し
て
い
な
い
道
路
の
地
下
に
、
と
て

も
大
き
な
管
が
あ
る
な
ん
て
驚
き
ま
し
た
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
市
民
19
名
が
施
設
見
学
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